
志木市立志木第二小学校
学力向上研究校指定事業
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本校における取組

視点 １
コバトンのびのびシートの活用

視点 ２
学力を伸ばした指導法の共有

視点 ３
学力向上プランの見直し

視点 ４
求められる学力を高める取組

その他 全国学力・学習状況調査結果の活用 学校課題研究との一体的な取組
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（１）個人面談の資料

・児童の学習状況や各年度の伸び
・実態に応じた指導方針
・取組への理解、協力を得る

視点１ コバトンのびのびシートの活用

１１月に実施した、
保護者との個人面談の資料
として活用



単元 指導内容 用語・記号 できる もう少し がんばろう

ともだち
Ｐ．２～７

観点に応じたものの集合づくり
集合の要素を１対１に対応させる
（相当、大小）

１ １０までのかず
Ｐ．８～１９

１から１０までの数について
具体物→半具体物→数学
数の表し方と数字、数詞の唱え方、

数え方
音の数を数える
数の系列と大小
０の意味
（全勝して０になる。空集合）

２ なんばんめ
Ｐ．２０～２３

順序数で位置を表す
（前後、左右、上下）

順序数と集合数の対比

３ いくつといくつ
Ｐ．２４～３１

５～１０の数の合成と分解
１０の補数関係
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（２）補習教室〔 〕の実施

視点１ コバトンのびのびシートの活用

〔Ｋ：コバトン Ｉ：インテリジェント Ｎ：のびのび Ｄ：大作戦〕

各学級１名程度を抽出 → 個人カルテを作成

・学び直し、つまずきを発見！

・つまずきを乗り越える実感！

・算数の自信が他教科へも波及！

「コバトンのびのびシート」
を使った面談等に基づき、
児童を抽出。
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（２）補習教室〔 〕の実施

視点１ コバトンのびのびシートの活用

〔Ｋ：コバトン Ｉ：インテリジェント Ｎ：のびのび Ｄ：大作戦〕

対象児童の結果国語 算数

４学年から
５学年への
伸びと、
５学年から
６学年への
伸びを
まとめた。

黄色の部分は、平成３１
年度に伸びた児童の伸び
の数値。
８３％の児童が学力を伸
ばした。
伸びの平均は、5.4
学年全体の平均を大きく
上回った。
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視点２ 学力を伸ばした指導法の共有

（１）「聞いてみよう！志木二小の先輩」

『学級経営』→ 学力向上プランの柱に！

校内の５年次経験者
以上の先生方から聞
き取った内容をもと
に作成し、４月当初
全職員に配布。



学力
（認知能力）

非認知能力

学習方略

学級経営 主体的・対話的で
深い学び
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についても聞き取り

視点２ 学力を伸ばした指導法の共有

学級経営 学力
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視点２ 学力を伸ばした指導法の共有

(２)『授業改善』の合言葉「学びの約束」

・話合いによる双方向の

コミュニケーション

・振り返りのある授業展開

授業改善の合言葉を「学びの約
束」としてまとめ、各教室に掲示。

↓
話し合う活動を積極的に取り入れ
ることや双方向のコミュニケー
ションづくりを念頭に置いた授業
改善を実施。
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視点３ 学力向上プランの見直し

各学年での重点化

各学期で自己評価

主担当

ＰＤＣＡサイクルの仕組み改善

学力向上プランの
手立ては約５０項目

主担当を明記して、
より効率的に、
より主体的に
授業改善を図る
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視点４ 求められる学力を高める取組

（１）類似問題の作成、実施
◇調査問題への適応力向上 ◇実生活における知識・技能の活用

調査が『楽しみ』になる取組に！

各調査の誤答分析
児童や教員への負担軽減を意識

マークシート
方式

パズル・ゲーム感覚

朝自習や授業の予習・
復習等、短い時間で継
続的に活用。
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視点４ 求められる学力を高める取組

(２)民間企業のワークシートの活用

家庭でインタビューを行う学習

・身近な話題について話し合う活動
・多様な考えにふれることができる
・情報をまとめる力ＵＰ！

ニュースの音読や家族へのイン
タビューを通して、身近な話題
について話し合う学習活動を計
画、実施。
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視点４ 求められる学力を高める取組

(２)民間企業のワークシートの活用

家庭でインタビューを行う学習

低学年 → 音読

中学年 →
家族への聞き取り

高学年 →
聞き取りから

自分の考えをもつ

内容を７５字以内でまとめる。

自分の意見や考えを書く。
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○全国学力・学習状況調査結果の活用

○学校課題研究との一体的な取組

問題を解く

求められている学力観・指導法を共通理解

自ら学び、豊かな表現力をもった児童の育成
～対話的な活動を通して、自分の思いや考えを

表現できる指導法の工夫～

研究授業の実施

スピーチ活動の充実
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成果と課題

(１)成果

〇６年生国語で、レベルが３あがり、８１．６％の児童が伸びた。
〇６年生算数で、レベルが４あがり、７４．５％の児童が伸びた。
〇国語・算数において、学力低位層が大きく学力を伸ばし、上位
層との差が小さくなってきた。

〇学校課題研究と学力向上を一体的に取り組むことで、より学力
向上の取組としての授業改善を推進することができた。

〇算数における個別指導の効果が見られた。

(２)課題

・新学習指導要領全面実施など学校全体が変化へ対応する中で、
取組の精選を行うことが必要となる。

・学級経営の充実を図っていることから、非認知能力を伸ばすこ
とができているのか効果の見届けをすることが必要となる。


